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問題事象発生時の対応① 『校内事故、けが』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

事故発生 

発見者 

近くの教職員 

又は、児童 

校長・教頭 養護教諭

発見者 

担 任 

救急車の出動要請 

教育委員会 

児童の安全確保 

誘導、指示 

保護者対応 

教職員 

応急処置 

医療機関

ん 

PTA 会長 

・事故等の状況を伝える。 

・病院搬送の状況を伝える。 

・保護者の動きを確認する。 

・その後の経過を連携する。 

・病院は保護者の意向も 

確認する。 

・タクシーにて送迎する。 

・病院へは、保護者又は 

養護教諭が同行する。 

・状況に応じて、連携して

おく。 

・状況等の把握 

・負傷者の症状の確認 

・協力要請 
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問題事象発生時の対応② 『問題行動』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【保護者との連携】 

・管理職に指示をあおぎ、関連のある児童の保護者へ連絡する。 

    ・基本的に該当児童の担任が行う。 

    ・家庭訪問する際は、基本的に複数で行く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（問題発生） 担任・発見者 

応援が必要な場合は，緊急通報システム等にて 

職員室に連絡 

担任・同学年 

近くの職員に連絡 

結果を管理職に報告する。 

対応が継続する場合は、対応メンバー（関係者）が集まり協議する。 

〔記録〕 

事案に対応した記録は残しておく。 

問題行動への対応  ・事態の収拾 

・事実確認 

・聞き取り 

 ・指導 

保護者対応 教育委員会対応 



 

3 

 

問題事象発生時の対応③ 『暴力・器物破損・火気』 
 
   事件発生    

 
  現場での事態収拾 

 ・教職員が現場に急行（教頭・空き職員・養護教諭） 
 ・救急処置 
 ・現場状況の沈静 
   当事者へのかかわり 
   他の児童の指導、安全確保 
 ・場合よって、諸機関（警察・消防など）との連携 

 

 
 対応メンバーでの協議 
 （校長･教頭･担任・生徒指導･関係職員） 
   
・児童の指導 
・保護者への連絡、対応 
・情報収集 
・情報整理 
・対応方針協議 

 教育委員会に連絡（一報） 
  ５W1H 

 

 
 マスコミ、保護者への対応 

⇒窓口１本化（校長） 
 

 

  関係諸機関との連携 
（病院、警察、消防、教育委員会など） 

 

 
 緊急職員会議 
   ・状況説明 
   ・対応方針説明 
   ・校長の指示（職員緊急体制など） 

 

          
 児童への指導・保護者への対応  

  該当児童への指導   保護者との連携  
 
  関係児童への指導    
 

   全校児童への指導    
 

  
  

 
 対応メンバー 
   ・今後の方針、基本的な考え方 
   ・今後の対応 
   ・問題の背景、要因の分析 

 

 
   未然防止のための態勢作り 

    ・校長を中心とする指導体制 
 
    ・教育内容の見直し 

 

  教育課程  
 
  教科・教科領域指導  
 
  生徒指導  
 
  教育相談  
 

 
 職員会議 
  ・状況説明－情報の共有 
  ・校内体制の見直し 
  ・今後の対応について指示（校長） 

  教育委員会に事後報告  
 

 
 

PTAへの対応 

 保護者会などの開催 
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問題事象発生時の対応④ 『所在不明』 
 
  
 所在不明（家出）事件発生 
   保護者（該当・該当外）・地域の人からの連絡 

 

 
【当日の対応】 
 
児童名の確認 
状況の確認（５W１H） 

 
 校長（教頭）   警察との連携 

  ※誘拐を想定すれば連携は慎重に 
 

 
対応メンバーでの協議 
 （校長・教頭・担任・生徒指導・関係職員） 
  
 ※夜間の場合⇒校長教頭を中心に連絡が取れる

範囲で 

 
 
  消防団との連携  
 
  教育委員会との連携  

 

 
【事後の対応及び指導】 
対応メンバーでの協議（校長・教頭・担任・生徒指導・関係職員） 
  ・対応方針（基本的な考え方） 
  ・今後の指導について 

 

   ・状況の整理    
  
 職員会議 

  状況報告 
  今後の方針、指導の統一 

  
 

 
  指導                                     
    間接指導の強化 

   ・生徒指導体制の見直し 
   ・生徒指導体制の充実 

 
 該当児童への指導 
（背景・要因の把握及び分析） 

 

  
 該当児童保護者との連携  
 
 関連児童への指導 
関連児童保護者との連携 

 

 
 
 児童の様子や変化の観察  指導内容・家庭との連携内容報告  

 
 
 

  捜索チームの編成 
  ＜第１段階＞                                 ＜第２段階＞ 

 

  学校待機１名（校長）   学校待機２名（校長・教頭）  
   ・電話受け 
   ・情報収集 
   ・保護者と対応、連携 
   ・指示 

   ・電話受け 
   ・情報収集 
   ・保護者と対応、連携 
   ・指示 

 情 
報 
・ 
報 
告 
／ 
指 
示 
伝 
達 

 情 
報 
・ 
報 
告 
／ 
指 
示 
伝 
達 

 

  
  捜索態勢    捜索態勢  
１ 教頭 

     教諭 方面 
１  

     教諭 方面 
２       

     教諭 方面 
２       

     教諭 方面 
３       

     教諭 方面 
３       

     教諭 学区 
４ 該当担任 心当たり等  ４ 該当担任 心当たり等 

   該当保護者                  学区   該当保護者                学区   
 

マスコミ、保護者への対応 
⇒窓口１本化（校長） 
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問題事象発生時の対応⑤  『交通事故』                 
 
 児童の交通事故発生 
   保護者（該当・該当外）・地域の人からの連絡 

 

 
【当日の対応】 
児童名の確認 
状況・事実の確認（５W１H） 

 
 校長（教頭）  警察との連携  

 
対応メンバーでの協議 
（校長･教頭･担任･生徒指導・関係職員） 
 
 ※夜間の場合：校長教頭を中心に連絡が取れる範囲で 

 
    

 
＜対応態勢＞ 
 

 

 連絡・調整担当 
（校長・養護教諭） 

    

    
  電話受け 
  情報収集 
  保護者に連絡 
  指示 

 
       

 
 

 

        
【事後の対応及び指導】 
                                                                                 
 事故状況の詳細の把握  対応メンバーでの協議 

（校長・教頭・担任・生徒指導・関係職員） 
・対応方針（基本的な考え方） 
・今後の指導について 
・状況の整理 

 
 

 

・関係児童 
・保護者から 
・警察から 
・その他から（目撃者） 

 
                                                                
 職員会議 

・事故報告 
・今後の方針、指導の統一 
・生徒指導の充実 

 教育委員会 
・事故状況の報告 
・今後の安全対策 

 

 
 
〈指 導〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈被害児童複数の場合（重大事故）〉 
 
 
 
 
 
 
 

関係児童 
  ・児童の身体的、精神的ケアー 
  ・個別に安全指導 
 

保護者との連携 
医療機関との連携 
家庭訪問 

   （入院の場合）見舞い 

全校児童 
 ・交通安全指導 

 

PTA役員会 
 事故状況の報告 
 今後の安全対策 

 

 

関係保護者会 
 事故状況の報告 
 今後の安全対策 

 

PTA全体会 
 事故状況の報告 
 今後の安全対策 

 

〔現場担当（担任・生徒指導）〕 
 
事故の状況把握(日時･発生場所) 
事故現場の様子の確認 
けが人の様子の確認 
病院の確認 
警察官への対応 

現場、保護者への対応 

教育委員会へ連絡 
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問題事象発生時の対応⑥  『万引き』                 
 
 

 万引き事件発生 

    商店 ・警察等からの連絡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事後の対応及び指導】 

   ・万引き防止を啓発する指導をする。 

・該当児童のその後の経過を観察する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来店要請 確認要請 事後報告 

・報告を受けたら終わり。 

・今後の指導に活かす。 

・保護者の連絡先 

・本校の児童であるか

どうか。 

保護者連絡 担任・生徒指導 

校長・教頭 

 

保護者連絡 

・来店をお願いする。 

・来店する。 

・状況を確認する。 

・直ちに報告する。 

教育委員会 

・状況に応じて連携しておく。 
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問題事象発生時の対応⑦  『学校内での盗難』 
 
 盗難事件発生（被害児童からの連絡） 

 
【当日の対応】 
 
 被害の確認 
事故発生時の状況の確認 
現状の保持 

 
 校長（教頭）   警察との連携 

  ※児童の人権を尊重して連携 
  は慎重に 

 
 

 
 対応メンバーでの協議 
（校長・教頭・担任・生徒指導・関係職員） 

 

  教育委員会へ連絡  
 

 
 児童の出席状況の把握  
 
 外部からの入校者の有無の確認  
 
 児童への個別対応  
 
 対象全児童へのアンケート  
 

 
【事後の対応及び指導】 
 
 対応メンバーでの協議 
（校長・教頭・担任・生徒指導、関係職員） 
  ・対応方針（基本的な考え方） 
  ・背景分析 
 ・今後の指導について 
  ・状況の整理 

 
 カウンセラー等専門機関との連携  

 

 マスコミ、他の保護者への対応 
⇒窓口１本化（校長） 

 
 職員会議 

  状況説明 
 

   今後の方針、指導の統一  
 
  指導                                     
    間接指導の強化 

   ・生徒指導態勢の見直し 
   ・生徒指導態勢の充実 

 
 該当児童への指導 
（背景・要因の把握及び分析） 

 

  
 該当児童保護者との連携  

   
 被害児童への指導 
被害児童保護者との連携 

   教育委員会に報告書提出  
 

 
 
 児童の様子や変化の観察  指導内容・家庭との連携内容報告  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
                                                                            


